
・ ・

年 月 年 月 日

　

18．女子ｻｳﾅ室ﾋｰﾀ交換

※補修により発生した発生材等は、適切に処分すること。

※現地視察は可能です。

13．ﾌﾟｰﾙ室内地下ﾋﾟｯﾄ入口角型ﾏﾝﾎｰﾙ交換

14．更衣室男子ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ交換

15．空調機中性能ﾌｨﾙﾀ・ﾌﾟﾚﾌｨﾙﾀ交換

16．女子更衣室・脱衣室空調機（AC-4）補修

17. 採暖室ﾋｰﾀ交換

その他の要件

業務の概要

１．ﾌﾟｰﾙろ過装置ろ材交換

２．水質監視装置整備

３．薬液注入ﾎﾟﾝﾌﾟ整備

４．ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ槽清掃

５．温水機No.2攪拌ﾎﾟﾝﾌﾟ補修

６．屋上膨張ﾀﾝｸﾍｯﾀﾞ往管交換

７．貯湯槽No.2三方弁・床暖房ｺﾝﾄﾛｰﾙﾓｰﾀｰ交換

８．消火器・消火栓ﾎｰｽ交換

９．ｽﾋﾟｰｶ交換

※入札書、委任状は別添の様式を使用してください。

10．非常用照明器具交換

11．地下ﾋﾟｯﾄLED照明器具交換

12．地下ﾋﾟｯﾄ排水用ﾎﾟﾝﾌﾟ交換

低入札調査基準価格については、入札告示「８ 低価格入札によ

る履行確認調査」を参照してください。

必要とする

資　格　等

海老名市本郷20番地の１

参
　
加
　
条
　
件

参加の地域要件 第４区分
区域については、入札公告
で確認してください。

指定業種
090管　200機械器具設置　 細　目

430建物設備保守管理委託 細　目

手持契約件数制限 なし

低入札調査
基準価格

予定価格の50％

予定価格 　　金17,215,000円（税込）　　　　金15,650,000円（税抜）

件　　名 令和５年度高座施設組合屋内温水プール設備補修 契約番号 27

履行期間 令和 5 10 23 日～令和 6 2 22

履行場所

入　札　案　件　概　要　書

【 コンサル 一般委託 物品 】



組合長　内野　優　　殿

なお、この参加申込書及び添付書類の全ての記載事項は、事実と相違ありません。

評 点

そ の 他 0

組合の確認　(記入不要)

地 域 第４区分

業 種
　090管　200機械器具設置
430建物設備保守管理委託

□ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

件　　名 令和５年度高座施設組合屋内温水プール設備補修

(
　高座清掃施設組合　総務課　契約担当

※通信欄（二日以内に返信します。）

□ 申込書を受け付けました。「条件付一般競争入札参加資格確認通知書」は、審査後電子
メール又はＦＡＸで送付します。

□ 書類が不足しています。入札公告等を確認して再申請してください。

)　　e-mail：keiyaku@kouzaseisou-kanagawa.jp
　  ＦＡＸ： 046-238-6010　   

Ｆ Ａ Ｘ 番 号

使 用 印

入札に参加したいので、次のとおり申込します。

契約番号 27

担 当 者 名

電 話 番 号

e-mailアドレス

所 在 地

商号又は名称

代表者職氏名

条件付一般競争入札参加資格確認申込書
令 和 年 月 日

高座清掃施設組合

認 定 番 号

mailto:keiyaku@kouzaseisou-kanagawa.jp


４．落札にあたって、契約金額は、落札金額に消費税及び地方消費税額

を加えた金額とします。なお、消費税率は、10％とします。

なお、金額の訂正したものは無効とします。

３．入札の際は、入札書を二つ折りにして入札箱に投函してください。

封筒は必要ありません。

（注）１．金額は、消費税及び地方消費税額を除いた額を記入してください。

２．金額は、１つの枠に１字ずつアラビア数字で記入してください。

千 百

組合長 内 野 優 殿

契約番号

百 十 億 千 十百 十 万

27

入　　　札　　　書

令 和 5 年 10 月 16 日

高座清掃施設組合

円

高座清掃施設組合契約規則を堅く守り、次の金額
で入札します。

住 所

商号又は名称

代表者職氏名 印

代 理 人 氏 名 印

件　　　　名
令和５年度高座施設組合屋内温水プール設備
補修

金　額(税抜)

千



　今般私は、次の者を代理人と定め、上記の件に関する入札の
一切の権限を委任します。

代理人氏名 被委任者印鑑

件　 名 令和５年度高座施設組合屋内温水プール設備補修

契約番号 27

委　　　任　　　状

高座清掃施設組合

組合長　 内 野　優　 殿

令 和 5 年 10 月 16 日

委任者 住 所

商号又は名称

代表者職氏名 印



高座清掃施設組合契約担当　殿

入札公告を確認してください。

高座清掃施設組合　総務課　契約担当

e-mail：keiyaku@kouzaseisou-kanagawa.jp　

ＦＡＸ：046-238-6010

ホームペ－ジに順次掲載します。

契 約 件 名 令和５年度高座施設組合屋内温水プール設備補修

質　　　疑　　　内　　　容

代表者職氏名 担 当 者 名

契 約 番 号 27

商号又は名称 ＦＡＸ番号

○ 回 答 :

認 定 番 号 電 話 番 号

所 在 地 e-mailアドレス

○ 送 信 先 :

質　　　問　　　書

設計図書に関して、質疑がある場合は質疑内容を記載し、電子メール又はFAXで送信
してください。

○ 送 信 日 時 :

mailto:keiyaku@kouzaseisou-kanagawa.jp
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第１章．総 則 

第1節． 適 用 

本仕様書は、高座清掃施設組合（以下「発注者」という。）が行う高座施設組合屋内温水

プール設備補修（以下「業務」という。）に適用する。 

 

第2節． 目 的 

本業務は、高座施設組合屋内温水プール（以下「プール」という。）の定期的な点検及び

不具合箇所の補修を実施することを目的とする。 

 

第3節． 件 名 

令和５年度高座施設組合屋内温水プール設備補修 

 

第4節． 履行期間 

令和５年 10 月 23 日から令和６年２月 22 日まで 

 

第5節． 履行場所 

海老名市本郷 20 番地の 1 

 

第6節． 施設概要 

（１） 鉄筋コンクリート造一部鉄骨造、地上２階建一部地下ピット 

（２） 建築面積 2,614.00 ㎡ 

（３） 延床面積 １階 2,498.54 ㎡、２階 509.36 ㎡、計 3,007.90 ㎡ 

  

第7節． 施工条件 

   本仕様書で定める事項を除き、現行規格、関係法令によるものとする。また受注者は、出

来る限り工期を短縮する工程を提案し、施工にあたっては、施設の休館日を利用すること。 

 

第8節． 業務内容 

第２章特記仕様書によるものとする。また、本業務に伴う部品及び部材等交換を行った場

合には、動作確認を行うものとし、交換に伴い発生する発生材については適切に処分するこ

と。 

 

第9節． 提出書類 

（１）  業務の着手にあたり、次の書類を提出すること。また、提出された書類の内容を変

更する場合は、その理由を明確にし、発注者の承諾を得ること。 
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  補修着手届 

  補修工程表 

  現場代理人等選任届 

  現場代理人・主任技術者経歴書 

  下請負人通知書 

（２）  業務の完了にあたり、次の書類を提出すること。また、提出された書類の内容を変

更する場合は、その理由を明確にし、発注者の承諾を得ること。 

  補修完了届 

  補修完成引渡書 

  成果品、その他発注者が必要とする書類 

（３）  契約締結後 15 日以内に次の事項を記載した施工計画書を作成し、監督員の承諾を

得ること。また、提出された書類の内容を変更する場合は、その理由を明確にし、発

注者の承諾を得ること。 

  補修概要 

  実施方針 

  補修工程 

  組織計画 

  下請負業者一覧表 

  監督員立合計画 

  打合せ計画 

  安全教育計画書 

  成果品の内容及び部数 

  使用する主な図書及び基準 

  緊急時を含む連絡体制 

  特記事項等 

 

第10節． 施工体制台帳 

（１）  受注者は、国土交通省令で定める事項を記載した施工体制台帳を作成し、補修現

場に備えなければならない。また、発注者へその写しを提出しなければならない。

なお、下請契約に係る契約書には、請負代金の額が記載されたものに個別下請契約

約款または下請基本契約書を添付したものでなくてはならない。 
（２）  受注者は、監督員から請求があった場合は、備え置かれた施工体制台帳の閲覧に

供しなければならない。 
（３）  受注者は、当該業務を他の下請負業者に請け負わせたときは、国土交通省令で定

める事項を記載した再下請負通知書をもって、同項の受注者に対し通知しなければ

ならない。 
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（４）  受注者は、他の下請負業者から提出された再下請負通知書を整理し、監督員から

請求があった場合は、再下請負通知書の閲覧に供しなければならない。 
（５）  (１)の受注者は、公共工事の入札及び契約の適正化の推進に関する法律を定め

て、各請負業者の施工の分担関係を表示した施工体系図を作成し、業務関係者が見

やすい場所及び公衆が見やすい場所に掲げるとともに監督員に提出しなければなら

ない。 
（６）  (１)の受注者は、発注者から、当該業務の施工の技術上の管理をつかさどる者

（監理技術者または主任技術者）の設置状況その他業務現場の施工体制が施工体制

台帳の記載に合致しているかどうかの点検を求められたときは、これを受けること

を拒んではならない。 
（７）  (１)の受注者は、施工体制台帳、安全衛生管理組織表及び再下請負通知書に変更

が生じた場合は、速やかに変更があった年月日を記入して、既に記載されている事

項に加えて変更後の事項を記載し、または既に添付されている書類に加えて変更後

の書類を添付後、監督員に提出しなければならない。 
 
第11節． 守秘義務と中立性の義務 

受注者は、本業務に係る全ての事項について、他に漏らしたり、これを利用してはならな

い。 

 

第12節． 疑 義 

本業務の遂行にあたり、本仕様書に記載がない事項または疑義が生じた場合は、その都度

書面にて発注者と受注者の協議によるものとする。ただし、業務遂行上必要と認められる事

項については、受注者の費用負担及び責任において実施するものとする。 

 

第13節． 業務内容の変更 

発注者が必要であると認めた場合には、発注者と受注者の協議により業務内容の変更を

行う。 

 

第14節． 検 査 

受注者は、業務完了後、指定された書類一式の検査を受けるものとし、発注者の検査合格

後、検査を合格した書類一式の納品をもって業務完了とする。 

 

第15節． 成果品 

受注者は、業務の成果品として次の書類を提出すること。 

（１） 完成図書 2 部（正・副） 

補修報告書  
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補修図面（関連箇所一式）  

補修写真  

付属品図  

取扱説明書等  

材料検査簿  

打合せ記録簿  

（２） 成果品原稿電子データ（DVD） 1 式 

（３） その他発注者が認める書類 1 式 

※ 電子データ納品物については、最新のウィルス対策ソフトでウィルスチェックを実施

し、結果を添付すること。 

※ 補修写真は、「営繕工事写真撮影要領（令和５年度改定）（国土交通省）」に従い撮影す

ること。なお写真帳（アルバム）については、紙媒体とし、完成図書に含めること。 

 

第16節． 帰 属 

成果品及び作業過程において作成された資料等に対する一切の権利は発注者に帰属する。

また、受注者がこれら成果品等を第三者へ提供すること及び内容を転載すること等は禁止

する。 

 

第17節． 環境対策 

（１）  報告書の用紙は再生紙を使用するように努めること。 

（２）  車両を利用する場合は、作業効率を考慮し車両の使用回数を控えるよう検討するこ

と。また、環境に配慮した車両の使用に努めること。 

（例：電気自動車、ハイブリッドカー、低排出ガス車等の使用） 

（３） 業務実施時に OA 機器等、電力を使用する際は節電に努めること。 

（４） 本工事に使用する材料の選定に当たっては、揮発性有機化合物の放散による健 

康への影響に配慮すること。 

 

第18節． 補修の一時中止 

（１）  発注者は、次の各号に該当する場合においては、受注者に対してあらかじめ書面

（一時中止について）をもって通知した上で、必要とする期間、補修の全部または

一部の施工について一時中止をさせることができる。また、補修を一時中止する場

合は、中止期間中の維持・管理に関する基本計画書を発注者に提出し、承諾を得る

ものとするとともに、受注者は補修の続行に備え現場を保全しなければならない。 
なお、暴風、豪雨、地震等、自然的または人為的な事象による補修の中断につい

ては、「第 40 節 臨機の措置」により適切に対応しなければならない。 
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(ア)  関連する他の設備補修、工事等の進捗が遅れたため本業務の続行を不適当と認め

た場合 
(イ)  業務着手後、環境問題等の発生により業務の続行が不適切または不可能となった

場合 
(ウ)  受注者が契約図書に違反しまたは監督員の指示に従わない場合等、監督員が必要

と認めた場合 
（２）  一時中止した補修に係る請負代金額に変更が生じた場合、高座清掃施設組合契約

規則第 73 条により、発注者と受注者による協議により金額を決定し、協議書（一

時中止中の補修に伴う請負代金額の変更について）を提出しなければならない。 
（３）  一時中止中の補修を再開する場合は、監督員からの通知（一時中止中の補修再開

について）を受け、通知に記載される再開日より補修を再開しなければならない。 
 

第19節． 材料の選定・変更 
（１）  使用する材料は、監督員の確認の検査を受け、これに合格した材料のみを使用し

なければならない。 
（２）  使用する材料は、製造、出荷年月等に十分注意し、可能な限り当該業務施工年の

ものを使用する。 
（３）  設計図書で規格が明示されていない材料で日本工業規格（ＪＩＳ）に定めのある

材料は、軽微なものを除きＪＩＳ製品を使用しなければならない。また、監督官公

庁、電気、ガス供給者その他の規格並びに取締り規定がある場合は、これに合格ま

たは承認済みのものを使用しなければならない。 
（４）  設計図書に明示されている材料のうち、受注者の理由によりこれを変更したい場

合、機能に支障がなく、かつ、材料の全体としての性能が設計仕様を十分に満足す

る時は、監督員の承諾を得て使用することができる。この場合契約金額の増減は、

発注者、受注者の協議により定めるものとする。 
（５）  石綿（アスベスト）含有材料を使用してはならない。 

 
第20節． 材料検査 
（１）  設計図書に記載されている材料は検査を行うこと。検査は、必要に応じて検査要

領書、試験要領書に基づき実施する。検査及び試験要領書は、その方法等を詳細に

記入し、施工の段階に沿って提出し、予め監督員の承諾を受けなければならない。 
（２）  使用する材料のうち発注者が特に必要と認めたものは、製作工場等において監督

員の立会のもとで試験を行い、試験結果報告書を提出しなければならない。なお、

このときの試験に要する費用は受注者の負担とする。 
（３）  監督員の検査に合格後の材料であっても、損傷その他欠陥を生じ使用に不適当と

認められるものは、監督員の指示に従い交換し、検査を受けなければならない。 
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第21節． 建設副産物 
（１）  受注者は、建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（平成 12 年 5 月 31 日

法律第 104 号）、資源の有効な利用の促進に関する法律（平成 3 年 4 月 26 日法律

第 48 号）、廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和 45 年 12 月 25 日法律第 137
号）、建設副産物適正処理推進要綱（平成 14 年 5 月 30 日国土交通省事務次官通

達）、建設廃棄物処理指針（平成 22 年環境省）を順守して、建設副産物の発生量

抑制、適正処理及び再生資源の活用を図らなければならない。 
（２）  受注者は、産業廃棄物が搬出される補修にあたっては、産業廃棄物管理票（マニ

ュフェスト）により、適正に処理されていることを確認するとともに監督員に提示

しなければならない。 
（３）  受注者は、建設リサイクル法に定められた「一定規模以上の」建設発生土、コン

クリート塊、アスファルト・コンクリート塊、建設発生木材、建設汚泥または建設

混合廃棄物を施工現場から搬出する場合には、再生資源利用促進計画書を所定の様

式に基づき作成し、施工計画書に含め監督員に提出しなければならない。 
（４）  受注者は、再生資源利用計画書及び再生資源利用促進計画書を作成した場合に

は、施工完了後速やかに実施状況を記録し監督員に提出しなければならない。 
（５）  建設副産物のうち有価物については、売却益を発生材処分費より差し引く。な

お、処分後は、発生材報告書を作成し、処分の方法及び引取りを証明する書類を添

付の上監督員に提出する。 
 

第22節． 関連工事との調整 
受注者は、隣接工事または関連工事の請負業者と相互に協力し、施工しなければならな

い。また、他事業者が施工する関連工事が同時に施工される場合にも、これら関係者と相

互に協力しなければならない。 
 

第23節． 安全確保 
（１）  受注者は、建設機械施工安全技術指針（国土交通省総合政策局建設施工企画課企

画専門官 平成 17 年３月 31 日）を参考にして、常に補修の安全に留意し現場管理

を行い災害の防止を図らなければならない。ただし、これらの指針は当該業務の契

約条項を超えて受注者を拘束するものではない。 
（２）  受注者は、補修施工中、監督員及び管理者の許可なくして、交通の支障となるよ

うな行為、または公衆に支障を及ぼすなどの施工をしてはならない。 
（３）  受注者は、補修に使用する建設機械の選定、使用等について、設計図書により建

設機械が指定されている場合には、これに適合した建設機械を使用しなければなら
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ない。ただし、より条件に合った機械がある場合には、監督員の承諾を得て、それ

を使用することができる。 
（４）  受注者は、施工箇所及びその周辺にある地上地下の既設構造物に対して支障を及

ぼさないよう必要な措置を施さなければならない。 
（５）  受注者は、豪雨、出水、土石流、その他天災に対しては、天気予報などに注意を

払い、常に災害を最小限に食い止めるため防災体制を確立しておかなくてはならな

い。 
（６）  受注者は、施工現場付近における事故防止のため一般の立入りを禁止する場合、

その区域に、柵、門扉及び立入禁止の標示板等を設けなければならない。 
（７）  受注者は、施工期間中、安全巡視を行い、施工区域及びその周辺の監視または連

絡を行い、安全を確保しなければならない。 
（８）  受注者は、補修契約後ただちに、作業員全員の参加により半日以上の時間を割当

て、次に挙げるものから実施する内容を選択し、安全に関する研修・訓練等を実施

しなければならない。 
(ア)  安全活動のビデオ等視覚資料による安全教育 
(イ)  当該業務内容等の周知徹底 
(ウ)  安全に関する法令、通達、指針等の周知徹底 
(エ)  当該業務における災害対策訓練 
(オ)  当該業務の現場で予想される事故対策 
(カ)  その他、安全・訓練等として必要な事項 

（９）  受注者は、業務の内容に応じた安全教育及び安全訓練等の具体的な計画を記した

安全教育計画書を作成し、施工計画書に記載して、監督員に提出しなければならな

い。 
（１０）  受注者は、安全教育及び安全訓練等の実施状況について、ビデオ等または実施

状況を撮影した写真が添付された報告等を記載した、安全教育報告書を作成し、

監督員の請求があった場合は直ちに提示するとともに、検査時に提出しなければ

ならない。 
（１１）  受注者は、所轄警察署、道路管理者、鉄道事業者、河川管理者、労働基準監督

署等の関係者及び関係機関と緊密な連絡を取り、施工中の安全を確保しなければ

ならない。 
（１２）  受注者は、施工現場が隣接しまたは同一場所において別途工事又は補修がある

場合は、請負業者間の安全施工に関する緊密な情報交換を行うこと。 
（１３）  監督員が、労働安全衛生法（昭和 47 年法律第 57 号）第 30 条第１項に規定する

措置を講じる者として、同条第２項の規定に基づき、受注者を指名した場合に

は、受注者はこれに従うものとする。 
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（１４）  受注者は、施工中における安全の確保をすべてに優先させ、労働安全衛生法等

関連法令に基づく措置を常に講じておくものとする。特に重機械の運転、電気設

備等については、関係法令に基づいて適切な措置を講じておかなければならな

い。 
（１５）  災害発生時においては、第三者及び作業員等の人命の安全確保をすべてに優先

させるものとし、応急処置を講じるとともに、直ちに監督員及び関係機関に通知

しなければならない。 
 

第24節． 爆発及び火災の防止 
受注者は、火気の使用については、以下の規定によらなければならない。 

（１）  受注者は、火気を使用する場合は、施工中の火災予防のため、その火気の使用場

所及び日時、消火設備等を記載した火気使用に係る計画書を監督員に提出しなけれ

ばならない。 
（２）  受注者は、喫煙等の場所を指定し、指定場所以外での喫煙または火気の使用を禁

止すること。 
（３）  受注者は、ガソリン、重油、オイル、塗料等引火性のある物の周辺に火気の使用

を禁止する旨の表示を行い、指定場所以外に持ち込まないこと。 
 

第25節． 監督員による段階確認及び立会等 
（１）  受注者は、補修着手までに立会を行う機器、日程を記載した立会一覧表を監督員

に提出しなければならない。 
（２）  受注者は、監督員の立会を求める場合にあたっては、立会願を監督員に提出し、

必要な場合は立会要領書を提出しなければならない。 
（３）  監督員は、補修が契約図書どおり行なわれているかどうかの確認をするために必

要に応じ、現場または製作工場に立ち入り、立会し、または資料の提出を請求でき

るものとし、受注者はこれに協力しなければならない。 
（４）  受注者は、監督員による段階確認及び立会に必要な準備、人員及び資機材等の提

供並びに写真その他資料の整備をするものとする。 
（５）  監督員による段階確認及び立会の時間は、監督員の勤務時間内とする。ただし、

やむを得ない理由があると監督員が認めた場合はこの限りではない。 
（６）  段階確認は、次に掲げる事項に基づいて行うものとする。 

(ア)  受注者は、その補修監督基準表に示す確認時期において、段階確認を受けなけれ

ばならない。 
(イ)  受注者は、事前に段階確認に係わる報告（種別、細別、確認時期等）を段階確認

願により監督員に提出しなければならない。また、監督員から段階確認の実施につ

いて通知があった場合には、受注者は、段階確認を受けなければならない。 
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(ウ)  段階確認は受注者が臨場するものとし、確認した箇所に係わる監督員が押印した

書面を、受注者は保管し検査時に提出しなければならない。 
(エ)  受注者は、監督員に完成時不可視になる施工箇所の調査ができるよう十分な機会

を提供するものとする。 
（７）  監督員は、設計図書に定められた段階確認において臨場を机上とすることができ

る。この場合において、受注者は、施工管理記録、写真等の資料を設備し、監督員

にこれらを提示し確認を受けなければならない。 
 

第26節． 出来形確認 
（１）  受注者は、発注者に請求を行った場合は、出来形部分に係る検査を受けなければ

ならない。 
（２）  受注者は、発注者に部分払いの請求を行うときは、同項(１)の検査を受ける前に

補修の既成部分払申請書及び既成部分払検査依頼書を作成し、監督員に提出しなけ

ればならない。 
（３）  検査員は、監督員及び受注者の臨場の上、補修目的物を対象として補修の出来形

に関する資料と対比し、次に掲げる検査を行うものとする。 
(ア)  補修の出来形について、形状、寸法、精度、数量、品質及び出来ばえの検査 
(イ)  補修管理状況について、書類、記録及び写真等を参考にした検査 

（４）  発注者は、出来形部分に係る検査に先立って、監督員を通じて受注者に対して検

査日を通知するものとします。 
 

第27節． 完成検査及び引渡し 
受注者は補修完了後、補修完成届を発注者に提出し、発注者の検査を受けること。受注

者は完成検査に合格後、本仕様書に指定された成果品及び提出書類一式を納品し、発注者

の承認をもって補修の引渡しとする。なお、納品後に不備または不都合な点が発見された

場合、受注者は速やかに訂正しなければならない。 
（１）  受注者は、補修完成届を監督員に提出する際には、次に掲げる要件をすべて満た

さなくてはならない。 
(ア)  設計図書（追加、変更指示も含む。）に示されるすべての補修が完成しているこ

と。 
(イ)  監督員の請求した改造が完了していること。 
(ウ)  設計図書により義務付けられた記録写真、出来形管理資料、補修関係図等の資料

の整備がすべて完了していること。 
(エ)  契約変更を行う必要が生じた補修においては、最終変更契約を発注者と締結して

いること。 
（２）  発注者は、検査に先立って、受注者に対して検査日を通知するものとする。 
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第28節． 部分使用 
（１）  発注者は、受注者の同意を得て部分使用できるものとする。 
（２）  受注者は、発注者が当該補修に係わる部分使用を行う場合には、中間検査または

監督員による品質及び出来形等の検査（確認を含む。）を受けるものとする。 
 

第29節． 施工管理 
（１）  受注者は、補修の施工にあたっては、施工計画書に示される作業手順に従い施工

し、品質及び出来形が設計図書に適合するよう、十分な施工管理をしなければなら

ない。 
（２）  受注者は、施工に先立ち工事現場またはその周辺の一般通行人等が見易い場所

に、補修名、工期、発注者名及び受注者名を記載した標示板を設置し、補修完成後

は速やかに標示板を撤去しなければならない。ただし、標示板の設置が困難な場合

は、監督員の承諾を得て省略することができるものとする。 
（３）  受注者は、補修期間中現場内及び周辺の整理整頓に努めなければならない。 
（４）  受注者は、補修に使用する指定機械を搬入・搬出する際には、監督員に通知しな

ければならない。 
（５）  受注者は、施工に際し施工現場周辺並びに他の構造物及び施設などへ影響を及ぼ

さないよう施工しなければならない。また、影響が生じた場合には直ちに監督員へ

通知し、その対応方法等に関して協議するものとします。また、損傷が受注者の過

失によるものと認められる場合、受注者自らの負担で原形に復元しなければならな

い。 
（６）  受注者は、作業員が健全な身体と精神を保持できるよう作業場所、現場事務所及

び作業員宿舎等における良好な作業環境の確保に努めなければならない。 
（７）  受注者は、工事中に拾得物を発見または拾得した場合、直ちに監督員及び関係官

公庁へ通知し、その指示を受けるものとします。 
 

第30節． 補修関係者に対する措置請求 
（１）  発注者は、現場代理人が補修目的物の品質・出来形の確保及び工期の順守に関し

て、著しく不適当と認められるものがあるときは、受注者に対して、その理由を明

示した書面により、必要な措置をとるべきことを請求することができる。 
（２）  発注者は、主任技術者（監理技術者）、専門技術者（これらの者と現場代理人を

兼務する者を除く。）が補修目的物の品質・出来形の確保及び工期の順守に関し

て、著しく不適当と認められるものがあるときは、受注者に対して、その理由を明

示した書面により、必要な措置をとるべきことを請求することができる。 
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第31節． 後片付け 
受注者は、施工の完了または一部の完成後は仮設物を取払い、受注者所有の機器、残材、

残骸及び各種の仮設物を速やかに片付け、かつ、場外に撤去するとともに、現場周り及び施

工にかかる部分を清掃し、かつ、整然とした状態にするものとする。 
 

第32節． 事故報告書 
受注者は、補修の施工中に事故が発生した場合には、直ちに監督員に通報するとともに、

事故報告書を期日までに、提出しなければならない。 
 

第33節． 交通安全管理 
(１)  受注者は、補修用運搬路として、公衆に供する道路を使用するときは、積載物の

落下等により、路面を損傷し、あるいは汚損することのないようにするとともに、

特に第三者に施工公害による損害を与えないようにしなければならない。なお、第

三者に施工公害による損害を及ぼした場合は、高座清掃施設組合契約規則第77条に

よって処置するものとする。 
(２)  受注者は、補修用車両による資材及び機械などの輸送を伴う補修については、関

係機関と打合せを行い、交通安全に関する担当者、輸送経路、輸送期間、輸送方

法、輸送担当業者、交通誘導員の配置、標識安全施設等の設置場所、その他安全輸

送上の事項について協議の上、災害の防止を図らなければならない。 
(３)  公衆の交通が自由、かつ、安全に通行するのに支障となる場所に材料または設備

を保管してはならない。受注者は、毎日の作業終了時及び何らかの理由により施工

を中断するときには、交通管理者協議で許可された常設作業帯内を除き一般の交通

に使用される路面からすべての設備その他の障害物を撤去しなくてはならない。 
(４)  受注者は、補修の施工にあたっては、作業区域の標示及び関係者への周知など、

必要な安全対策を講じなければならない。 
(５)  受注者は、建設機械、資材等の運搬にあたり、車両制限令（昭和36年政令第265

号）第3条における一般的制限値を超える車両を通行させるときは、道路法第47条
の2に基づく通行許可を得ていることを確認しなければならない。 

(６)  本補修においては、補修現場までの通行道路において、東海道新幹線高架下を通

行する。東海道新幹線高架高さは3.7ｍである。 
 

第34節． 施設管理 
受注者は、施工現場における公物（各種公益企業施設を含む。）または部分使用施設に

ついて、施工管理上、契約図書における規定の履行をもっても不都合が生ずる恐れがある

場合には、その処置について監督員と協議できるものとする。 
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第35節． 諸法令の順守 
(１)  受注者は、当該業務に関する諸法令を順守し、補修の円滑な進捗を図るととも

に、諸法令の適用運用は受注者の責任において行わなければならない。 
(２)  受注者は、諸法令を順守し、これに違反した場合発生するであろう責務が、発注

者に及ばないようにしなければならない。 
(３)  受注者は、当該補修の計画、図面、仕様書及び契約そのものが同項１号の諸法令

に照らし不適当または矛盾していることが判明した場合には直ちに監督員と協議し

なければならない。 
 

第36節． 官公庁等への手続等 
(１)  受注者は、履行期間中、関係官公庁及びその他の関係機関との連絡を保たなけれ

ばならない。 
(２)  受注者は、補修の施工にあたり必要となる関係官公庁及びその他の関係機関への

届出等を、法令、条例または設計図書の定めにより実施しなければならない。ま

た、組合が届け出るべき届出等の提出に必要な書類作成等に協力すること。 
(３)  受注者は、諸手続にかかる許可、承諾等を得たときは、その写しを監督員に提出

しなければならない。 
(４)  受注者は、地元関係者等から補修の施工に関して苦情があり、受注者が対応すべ

き場合は誠意をもってその解決にあたらなければならない。 
(５)  受注者は、国、地方公共団体、地域住民等と工事の施工上必要な交渉を、自らの

責任において行うものとする。受注者は、交渉に先立ち、監督員に事前報告の上、

これらの交渉にあたっては誠意をもって対応しなければならない。 
(６)  受注者は、前号までの交渉等の内容は、後日紛争とならないよう文書で確認する

等明確にしておくとともに、状況を随時監督員に報告し、指示があればそれに従う

ものとする。 
 

第37節． 不可抗力による損害 
(１)  受注者は、災害発生後直ちに被害の詳細な状況を把握し、工事災害通知書により監

督員に報告するものとする。 
(２)  設計図書で定めた基準とは、次に掲げるものを言う。 

(ア)  降雨に起因する場合次のいずれかに該当する場合とする。 
① 24時間雨量（任意の連続24時間における雨量をいう。）が80mm以上 
② １時間雨量（任意の60分における雨量をいう。）が20mm以上 
③ 連続雨量（任意の72時間における雨量をいう。）が150mm以上 
④ その他設計図書で定めた基準 

(イ)  強風（最大風速（10分間の平均風速で最大のものをいう。）が15m/秒以上あった



13 
 

場合）に起因する場合 
(ウ)  河川沿いの施設にあたっては、河川の警戒水位以上、またはそれに準ずる出水に

より発生した場合 
(エ) 地震、津波、豪雪に起因する場合周囲の状況により判断し、相当の範囲にわたって

他の一般物件にも被害を及ぼしたと認められる場合 
 

第38節． 特許権等 
(１)  その他の第三者の権利とは、実用新案権、意匠、著作権その他日本国の法令に基

づき保護される第三者の権利をいいます。受注者は、特許権、その他第三者の権利

となっている施工方法または施工方法の使用に関する費用の負担について、第三者

と補償条件の交渉を行う前に、監督員と協議しなければならない。 
(２)  受注者は、業務の遂行により発明または考案したときは、書面により監督員に報

告するとともに、これを保全するために必要な措置を講じなければならない。ま

た、出願及び権利の帰属等については、発注者と協議するものとする。 
(３)  発注者が、引渡しを受けた契約の目的物が著作権法（昭和45年法律第48号）第２

条第１項第１号に規定する著作物に該当する場合は、当該著作物の著作権は発注者

に帰属するものとします。なお、前号の規定により出願及び権利等が発注者に帰属

する著作物については、発注者はこれを自由に加除または編集して利用することが

できる。 
 

第39節． 保険の付保及び事故の補償 
(１)  受注者は、雇用保険法、労働者災害補償保険法、健康保険法及び中小企業退職金

共済法の規定により、雇用者等の雇用形態に応じ、雇用者等を被保険者とするこれ

らの保険に加入しなければならない。 
(２)  受注者は、雇用者等の業務に関して生じた負傷、疾病、死亡及びその他の事故に

対して責任をもって適正な補償をしなければならない。 
 

第40節． 臨機の措置 
(１)  受注者は、災害防止等のため必要があると認めるときは、臨機の措置をとらなけ

ればならない。また、受注者は、措置をとった場合には、その内容を速やかに監督

員に報告しなければならない。 
(２)  監督員は、暴風、豪雨、洪水、地震、地すべり、落盤、火災、騒乱、暴動その他

自然的または人為的事象（以下「天災等」という。）に伴い、工事目的物の品質・

出来形の確保及び工期の順守に重大な影響があると認められるときは、受注者に対

して臨機の措置をとることを請求することができる。 
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第２章．業務内容 

第1項． 共通仕様 
（１）  受注者は、作業前に監督員と十分に打合せを行い、施設の運用及び作業等に支障のな

いように実施すること。 
（２）  点検・補修作業に当たり、工程表、点検・施工要領等を記載した施工計画書を提出し、

監督員と十分に打合せをすること。 
（３）  点検作業中に部品交換の必要性が生じた場合は、直ちに報告すること。 
（４）  点検結果により緊急的に補修が必要となった場合は、監督員と協議し、修理依頼書、

補修打合簿を提出し、補修を行うものとすること。 
（５）  溶接による補修については、溶材を含むものとします。 
（６）  本仕様書に記載のない軽微な各部塗装については、塗料を含むものとします。 
（７）  補修によって発生する発生材、廃材等については、適正な処分をすること。 
（８）  補修の実施にあたり、養生を行い既存施設に損傷、汚損等を発生させないこと。これ

らが確認された場合には、受注者の責任において補修すること。 
（９）  補修完了後は、整理清掃後片付けを実施すること。 

 
第2項． 注意事項 
（１）  受注者は、作業中みだりに予定以外の場所に立ち入らないこと。 
（２）  主任技術者は、安全措置のすべてについて確認するとともに作業を直接指揮し、必要

に応じて監督員の意見を求め適切な処理を講ずること。 
 

第3項． 特記仕様 
本補修における内容は以下のとおり。詳細については別添設計図書による。 

（１） ﾌﾟｰﾙろ過装置ろ材交換 
  25m ﾌﾟｰﾙ上部 2 層（ｱﾝｽﾗｲﾄ 1260ℓ、ろ過砂 2 号 1200ℓ） 
  流水ﾌﾟｰﾙ上部 2 層（ｱﾝｽﾗｲﾄ 240ℓ、ろ過砂 2 号 290ℓ） 
  幼児ﾌﾟｰﾙ上部 2 層（ｱﾝｽﾗｲﾄ 60ℓ、ろ過砂 2 号 110ℓ） 
  男子浴槽全層（ｱﾝｽﾗｲﾄ 40ℓ、ろ過砂+支持砂利 120ℓ） 
  女子浴槽全層（ｱﾝｽﾗｲﾄ 40ℓ、ろ過砂+支持砂利 120ℓ） 

（２） 水質監視装置整備 
  残留塩素測定電極交換 5 個 
  残留塩素計洗浄ﾋﾞｰｽﾞ交換（5 袋）5 個 
  PH 測定電極交換 3 個 
  電極内部液用 KCl 溶液交換（500cc） 3 個 
  PH 校正試薬ｾｯﾄ交換 1 個 
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  ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞｺｯｸ交換 5 個 
（３） 薬液注入ﾎﾟﾝﾌﾟ整備 

  25m ﾌﾟｰﾙ用次亜ﾎﾟﾝﾌﾟ消耗品交換 1 個 
  流水ﾌﾟｰﾙ用次亜ﾎﾟﾝﾌﾟ消耗品交換 1 個 
  幼児ﾌﾟｰﾙ用-男女浴槽用次亜ﾎﾟﾝﾌﾟ消耗品交換 3 個 
  25m ﾌﾟｰﾙ用 PAC ﾎﾟﾝﾌﾟ消耗品交換 1 個 
  流水･幼児ﾌﾟｰﾙ用 PAC ﾎﾟﾝﾌﾟ消耗品交換 2 個 
  ﾎｰｽ押さえ交換 3 個 
  ｻｲﾎﾝﾁｬｯｷ弁（SCI-6FC） 5 個、（SCI-4FC） 3 個 

（４） ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ槽清掃 
  RC 水槽（21t） 1 基 
  FRP 水槽（8t） 1 基 

（５） 温水機 No.2 撹拌ﾎﾟﾝﾌﾟ補修 
  ﾒｶﾆｶﾙｼｰﾙ 1 個 
  O ﾘﾝｸﾞ 1 個 

（６） 屋上膨張ﾀﾝｸﾍｯﾀﾞ往管交換 
  機械室配管交換（SGP32A） 29m 
  屋外配管交換（SGP32A） 16m 
  機械室配管保温交換（GWP ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ 32A 厚さ 40mm） 29m 
  屋外配管保温交換（GWP ｽﾃﾝﾚｽ鋼板 32A 厚さ 40mm） 16m 
  ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｼﾞｮｲﾝﾄ交換（32A） 2 個 
  ｹﾞｰﾄ弁交換（32A×10k） 2 個 
  ﾁｬｯｷ弁（32A×10k） 1 個 
  ﾎﾞｰﾙ弁（15A） 1 個 
  足場仮設（高さ 4m 程度） 

（７） 貯湯槽 No.2 三方弁･床暖房ｺﾝﾄﾛｰﾙﾓｰﾀ交換 
  貯湯槽 No.2 三方弁ｺﾝﾄﾛｰﾙﾓｰﾀ交換 1 台 
  床暖房ｺﾝﾄﾛｰﾙﾓｰﾀ交換 1 台 

（８） 消火器・消火栓ﾎｰｽ交換 
  蓄圧式粉末消火器 10 型交換（ﾔﾏﾄ ABC） 20 個 
  蓄圧式粉末消火器 50 型交換（ﾔﾏﾄ ABC） 1 個 
  消火栓ﾎｰｽ交換（25A×20m 1.3Mpa） 7 本 

（９） ｽﾋﾟｰｶ交換 
  壁掛型 1 個 
  天井埋込型 3 個 

（１０） 非常用照明器具交換 
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  13W 1 個 
  30W 2 個 

（１１） 地下ﾋﾟｯﾄ LED 照明器具交換 
  直接反射笠付防湿防雨形 40W ｽﾃﾝﾚｽ 11 個 

（１２） 地下ﾋﾟｯﾄ排水用ﾎﾟﾝﾌﾟ交換 
  雑排水ﾎﾟﾝﾌﾟ 1 台 
  ｽﾄﾗｯﾌﾟｸﾞﾘｯﾌﾟ 1 個 

（１３） ﾌﾟｰﾙ室内地下ﾋﾟｯﾄ入口角型ﾏﾝﾎｰﾙ交換 
  SUS 点検口 600×1200 1 個 
  ｼｰﾙ部補修 

（１４） 更衣室男子ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ交換 
  ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ 2 基（8.94 ㎡） 
  開き戸、笠木納まり、ｱﾙﾐｴｯｼﾞ 
  高圧ﾒﾗﾐﾝ化粧板 

（１５） 空調機中性能ﾌｨﾙﾀ･ﾌﾟﾚﾌｨﾙﾀ交換 
  ろ布交換型中性能ﾌｨﾙﾀ（AAVP-9-56F 相当品） 12 枚 
  ろ布交換型中性能ﾌｨﾙﾀ（AAVP-9-28V 相当品） 3 枚 
  ﾌﾟﾚﾌｨﾙﾀ（PS-400N 600H×600W） 24 枚 
  ﾌﾟﾚﾌｨﾙﾀ（PS-400N 600H×300W） 6 枚 

（１６） 女子更衣室･脱衣室空調機（AC-4）補修 
  室外機電動機交換 1 台 
  室外機ﾌﾟﾛﾍﾟﾗﾌｧﾝ交換 1 個 
  室内機電動機交換 1 台 
  室内機取付台交換 1 個 
  室内機固定板交換 1 個 
  室内機電動弁ｺｲﾙ交換 1 個 
  室内機ｻｰﾐｽﾀ交換 1 個 
  室内機膨張弁駆動部交換 1 個 
  ﾘﾓｺﾝ交換 1 個 

（１７） 採暖室ﾋｰﾀ交換 
  遠赤外線ﾋｰﾀ交換（1φ200V 2W 防水 ｻｰﾓなし）2 台 

（１８） 女子ｻｳﾅ室ﾋｰﾀ交換 
  ﾋｰﾀｰ（FLR-150S-3 ｻｰﾓｽﾀｯﾄﾞ付） 1 台 
  ｻｰﾓｽﾀｯﾄﾞ（SYTA3-KP） 1 台 
  ｻｰﾓ用ｶﾊﾞｰ 
  ｼﾘｺｰﾝｹｰﾌﾞﾙ（SUS ﾎﾞｯｸｽ 6ｍ） 1 式 
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（１９） 発生材処分 
本補修に際し発生する発生材は適切に処分すること。 

 



件　名 令和5年度高座施設組合屋内温水プール設備補修

期　間 令和5年10月23日 ～ 令和6年2月22日

場　所 海老名市本郷20番地の1

合計金額 金 円也
（消費税相当額を含む）

補修費 式 1

合計金額

消費税相当額 ％ 10

備考項目 内容 単位 数量 単価 金額

補　　修　　費　　設　　計　　書

令和5年度

高座清掃施設組合



1号(内訳)
令和5年度高座施設組合屋内温水プール設備補修

補修費 （1式当り）

名称 規格 単位 数量 単価 金額 適用

補修費 Ⅰ　直接補修費 式 1 第1号-明細書

Ⅱ　共通仮設費 式 1

Ⅲ　現場管理費 式 1

Ⅳ　一般管理費 式 1

計（補修原価） 式 1

（万円止め）

消費税等相当額 ％ 10

合　　計

高座清掃施設組合 P-1

← 入札金額



令和5年度高座施設組合屋内温水プール設備補修

第1号-明細書

直接補修費 （1式当り）

名称 規格 単位 数量 単価 金額 適用

ﾌﾟｰﾙろ過装置ろ材交換 25ｍﾌﾟｰﾙ上部2層 式 1 第2号-明細書

流水ﾌﾟｰﾙ上部2層 式 1 第3号-明細書

幼児ﾌﾟｰﾙ上部2層 式 1 第4号-明細書

男子浴槽全層 式 1 第5号-明細書

女子浴槽全層 式 1 第6号-明細書

水質監視装置整備 式 1 第7号-明細書

薬液注入ﾎﾟﾝﾌﾟ整備 式 1 第8号-明細書

ｵｰﾊﾞｰﾌﾛ槽清掃 式 1 第9号-明細書

温水機No.2攪拌ﾎﾟﾝﾌﾟ補修 式 1 第10号-明細書

屋上膨張ﾀﾝｸﾍｯﾀﾞ往管交換 式 1 第11号-明細書
貯湯槽No.2三方弁･床暖房
ｺﾝﾄﾛｰﾙﾓｰﾀ交換 式 1 第12号-明細書

消火器・消火栓ﾎｰｽ交換 式 1 第13号-明細書

ｽﾋﾟｰｶ交換 式 1 第14号-明細書

非常用照明器具交換 式 1 第15号-明細書

地下ﾋﾟｯﾄLED照明器具交換 式 1 第16号-明細書

地下ﾋﾟｯﾄ排水用ﾎﾟﾝﾌﾟ交換 式 1 第17号-明細書

P-2



令和5年度高座施設組合屋内温水プール設備補修

ﾌﾟｰﾙ室内地下ﾋﾟｯﾄ入口角型ﾏﾝﾎｰﾙ交換 式 1 第18号-明細書

更衣室男子ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ交換 式 1 第19号-明細書

空調機中性能ﾌｨﾙﾀｰ･ﾌﾟﾚﾌｨﾙﾀ交換 式 1 第20号-明細書
女子更衣室･脱衣室空調機（AC-4）
補修 式 1 第21号-明細書

採暖室ﾋｰﾀ交換 式 1 第22号-明細書

女子ｻｳﾅ室ﾋｰﾀ交換 式 1 第23号-明細書

発生材処分 式 1 第24号-明細書

計

P-3



令和5年度高座施設組合屋内温水プール設備補修

第2号-明細書

ﾌﾟｰﾙろ過装置ろ材交換 25ｍﾌﾟｰﾙ上部2層 （1式当り）

名称 規格 単位 数量 単価 金額 適用

ろ材 ｱﾝｽﾗｲﾄ ℓ 1,260

ろ材 ろ過砂2号 ℓ 1,200

特殊作業員 人

普通作業員 人

雑材、消耗品 式 1

場内小運搬 式 1

計

高座清掃施設組合 P-4



令和5年度高座施設組合屋内温水プール設備補修

第3号-明細書

ﾌﾟｰﾙろ過装置ろ材交換 流水ﾌﾟｰﾙ上部2層 （1式当り）

名称 規格 単位 数量 単価 金額 適用

ろ材 ｱﾝｽﾗｲﾄ ℓ 240

ろ材 ろ過砂2号 ℓ 290

特殊作業員 人

普通作業員 人

雑材、消耗品 式 1

場内小運搬 式 1

計

高座清掃施設組合 P-5



令和5年度高座施設組合屋内温水プール設備補修

第4号-明細書

ﾌﾟｰﾙろ過装置ろ材交換 幼児ｵﾌﾟｰﾙ上部2層 （1式当り）

名称 規格 単位 数量 単価 金額 適用

ろ材 ｱﾝｽﾗｲﾄ ℓ 60

ろ材 ろ過砂2号 ℓ 110

特殊作業員 人

普通作業員 人

雑材、消耗品 式 1

場内小運搬 式 1

計

高座清掃施設組合 P-6



令和5年度高座施設組合屋内温水プール設備補修

第5号-明細書

ﾌﾟｰﾙろ過装置ろ材交換 男子浴槽全層 （1式当り）

名称 規格 単位 数量 単価 金額 適用

ろ材 ｱﾝｽﾗｲﾄ ℓ 40

ろ材 ろ過砂+支持砂利 ℓ 120

特殊作業員 人

普通作業員 人

雑材、消耗品 式 1

場内小運搬 式 1

計

高座清掃施設組合 P-7



令和5年度高座施設組合屋内温水プール設備補修

第6号-明細書

ﾌﾟｰﾙろ過装置ろ材交換 女子浴槽全層 （1式当り）

名称 規格 単位 数量 単価 金額 適用

ろ材 ｱﾝｽﾗｲﾄ ℓ 40

ろ材 ろ過砂+支持砂利 ℓ 120

特殊作業員 人

普通作業員 人

雑材、消耗品 式 1

場内小運搬 式 1

計

高座清掃施設組合 P-8



令和5年度高座施設組合屋内温水プール設備補修

第7号-明細書

水質監視装置整備 （材工共）（試験運転含む） （1式当り）

名称 規格 単位 数量 単価 金額 適用

残留塩素測定電極交換
RM-52-C3-000S用RE3-3-35-0-
AUAG-L1000 個 5

25m/流水/幼児/男女浴
槽

残留塩素計洗浄ﾋﾞｰｽﾞ交換 SE0747S BZ-2.0(5袋） 個 5

PH測定電極交換
PH計 P-1500用電極C-1
L=5(SE0094) 個 3

電極内部液用KCl溶液交換 984040（500cc） 個 3

PH校正試薬ｾｯﾄ交換
PH4/7/9・容器・Kcl
P-A（SE0403） 個 1

ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞｺｯｸ交換 B3538 個 5

計

高座清掃施設組合 P-9



令和5年度高座施設組合屋内温水プール設備補修

第8号-明細書

薬液注入ﾎﾟﾝﾌﾟ整備 （材工共）（試験運転含む） （1式当り）

名称 規格 単位 数量 単価 金額 適用

25mﾌﾟｰﾙ用次亜ﾎﾟﾝﾌﾟ消耗品交換
消耗品ｷｯﾄFXD1-02-VTCF用
STFX0006/SX1103S 個 1

流水ﾌﾟｰﾙ用次亜ﾎﾟﾝﾌﾟ消耗品交換
消耗品ｷｯﾄCLPW-100-ATCF用
STPW0033/PX0459S 個 1

幼児ﾌﾟｰﾙ用-男女浴槽用次亜ﾎﾟﾝﾌﾟ
消耗品交換

消耗品ｷｯﾄCLPW-30-30-ATCF用
STPW0007/PX0457S 個 3

25mﾌﾟｰﾙ用PACﾎﾟﾝﾌﾟ消耗品交換
消耗品ｷｯﾄPW-60-VTCE用
STPW0014/PX0458S 個 1

流水･幼児ﾌﾟｰﾙ用PACﾎﾟﾝﾌﾟ消耗品交
換

消耗品ｷｯﾄPW-30-VTCE用
STPW0001/PX0457S 個 2

ﾎｰｽ押さえ交換 NCS0052/NCS0051 個 3

ｻｲﾎﾝﾁｬｯｷ弁 SCI-6FC 個 5

ｻｲﾎﾝﾁｬｯｷ弁 SCI-4FC 個 3

計

高座清掃施設組合 P-10



令和5年度高座施設組合屋内温水プール設備補修

第9号-明細書

ｵｰﾊﾞｰﾌﾛ槽清掃 （1式当り）

名称 規格 単位 数量 単価 金額 適用

RC水槽 21t　1基

 保全技術員 40,000L 人

 保全技術員補 40,000L 人

FRP水槽 8t　1基

 保全技術員 5,000L～10,000L以下 人

 保全技術員補 5,000L～10,000L以下 人

計

高座清掃施設組合 P-11



令和5年度高座施設組合屋内温水プール設備補修

第10号-明細書

温水機No.2攪拌ﾎﾟﾝﾌﾟ補修 PB-2023AⅡ型ﾎﾟﾝﾌﾟ （1式当り）

名称 規格 単位 数量 単価 金額 適用

ﾒｶﾆｶﾙｼｰﾙ 個 1

Оﾘﾝｸﾞ 個 1

雑材料 式 1

設備機械工 人

その他 式 1

計

高座清掃施設組合 P-12



令和5年度高座施設組合屋内温水プール設備補修

第11号-明細書

屋上膨張ﾀﾝｸﾍｯﾀﾞ往管交換 （1式当り）

名称 規格 単位 数量 単価 金額 適用

配管 SGP32A（機械室） ｍ 29 代価表-1

SGP32A（屋外） ｍ 16 代価表-2

保温
GWPｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ
32A 厚さ40㎜ ｍ 29
GWP ｽﾃﾝﾚｽ鋼板
32A 厚さ40㎜ ｍ 16

配管撤去 SGP32A（機械室） ｍ 29 代価表-3

SGP32A（屋外） ｍ 16 代価表-4

保温撤去
冷温水管32A厚さ40㎜
ｸﾞﾗｽｳｰﾙ(機械室) ｍ 29 代価表-5
冷温水管32A厚さ40㎜
ｸﾞﾗｽｳｰﾙ(屋外) ｍ 16 代価表-6

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｼﾞｮｲﾝﾄ 32A 個 2 代価表-7

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｼﾞｮｲﾝﾄ撤去 32A 個 2 代価表-8

ｹﾞｰﾄ弁 32A×10ｋ 個 2 代価表-9

ｹﾞｰﾄ弁撤去 32A×10ｋ 個 2 代価表-10

ﾁｬｯｷ弁 32A×10ｋ 個 1 代価表-11

ﾁｬｯｷ弁撤去 32A×10ｋ 個 1 代価表-12

ﾎﾞｰﾙ弁 15A 個 1 代価表-13

ﾎﾞｰﾙ弁撤去 15A 個 1 代価表-14

高座清掃施設組合 P-13



令和5年度高座施設組合屋内温水プール設備補修

単管一本足場 0.914×4.0（幅×高さ） ㎡ 3.656 代価表-15

計

高座清掃施設組合 P-14



令和5年度高座施設組合屋内温水プール設備補修

第12号-明細書

貯湯槽No.2三方弁･床暖房ｺﾝﾄﾛｰﾙﾓｰﾀ交換 （1式当り）

名称 規格 単位 数量 単価 金額 適用

貯湯槽No.2三方弁
ｺﾝﾄﾛｰﾙﾓｰﾀ交換 ＭＹ30000E0200 台 1
床暖房
ｺﾝﾄﾛｰﾙﾓｰﾀ交換 ＭＹ30000F0200 台 1

計

高座清掃施設組合 P-15



令和5年度高座施設組合屋内温水プール設備補修

第13号-明細書

消火器・消火栓ﾎｰｽ交換 （1式当り）

名称 規格 単位 数量 単価 金額 適用

蓄圧式粉末消火器10型交換 ﾔﾏﾄ ABC 個 20 代価表-16

蓄圧式粉末消火器50型交換 ﾔﾏﾄ ABC 個 1 代価表-17

消火栓ﾎｰｽ交換
岩崎製作所
25A*20m 1.3Mpa 本 7

計

高座清掃施設組合 P-16



令和5年度高座施設組合屋内温水プール設備補修

第14号-明細書

ｽﾋﾟｰｶ交換 （1式当り）

名称 規格 単位 数量 単価 金額 適用

ｽﾋﾟｰｶ交換（壁掛形） 個 1 代価表-18

ｽﾋﾟｰｶ交換（天井埋込形） 個 3 代価表-19

計

高座清掃施設組合 P-17



令和5年度高座施設組合屋内温水プール設備補修

第15号-明細書

非常用照明器具交換 （1式当り）

名称 規格 単位 数量 単価 金額 適用

非常用照明器具交換（13W） LEDEM13221M 個 1 代価表-20

非常用照明器具交換（30W） LEDEM30624M 個 2 代価表-21

計

高座清掃施設組合 P-18



令和5年度高座施設組合屋内温水プール設備補修

第16号-明細書

地下ピットLED照明器具交換 （1式当り）

名称 規格 単位 数量 単価 金額 適用

LED照明器具交換
直接反射笠付防湿防雨形40Wｽ
ﾃﾝﾚｽ 個 11 代価表-22

計

高座清掃施設組合 P-19



令和5年度高座施設組合屋内温水プール設備補修

第17号-明細書

地下ﾋﾟｯﾄ排水用ﾎﾟﾝﾌﾟ交換 （1式当り）

名称 規格 単位 数量 単価 金額 適用

雑排水ﾎﾟﾝﾌﾟ交換 台 1 代価表-23

ｽﾄﾗｯﾌﾟｸﾞﾘｯﾌﾟ交換 個 1

計

高座清掃施設組合 P-20



令和5年度高座施設組合屋内温水プール設備補修

第18号-明細書

ﾌﾟｰﾙ室内地下ﾋﾟｯﾄ入口角型ﾏﾝﾎｰﾙ交換 （1式当り）

名称 規格 単位 数量 単価 金額 適用

角型ﾏﾝﾎｰﾙ SUS点検口600×1200 個 1

取付 式 1

撤去 式 1

ｼｰﾙ補修 式 1

雑材料 式 1

計

高座清掃施設組合 P-21



令和5年度高座施設組合屋内温水プール設備補修

第19号-明細書

更衣室男子ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ交換 材工共 （1式当り）

名称 規格 単位 数量 単価 金額 適用

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ交換 2基 ㎡ 8.94

計

高座清掃施設組合 P-22



令和5年度高座施設組合屋内温水プール設備補修

第20号-明細書

空調機中性能ﾌｨﾙﾀ･ﾌﾟﾚﾌｨﾙﾀ交換 （1式当り）

名称 規格 単位 数量 単価 金額 適用

ろ布交換型中性能ﾌｨﾙﾀ AAVP-9-56F相当品 枚 12 見積との差額（減）

ろ布交換型中性能ﾌｨﾙﾀ AAVP-9-28V相当品 枚 3 見積との差額（減）

ﾌﾟﾚﾌｨﾙﾀ PS-400N　600H×600W 枚 24 見積との差額（減）

ﾌﾟﾚﾌｨﾙﾀ PS-400N　600H×300W 枚 6 見積との差額（減）

設備機械工 人 見積との差額（減）

雑材・消耗品 式 1 見積との差額（減）

計 見積との差額（減）

見積との差額（減）

高座清掃施設組合 P-23



令和5年度高座施設組合屋内温水プール設備補修

第21号-明細書

女子更衣室・脱衣室空調機（AC-4）補修 （1式当り）

名称 規格 単位 数量 単価 金額 適用

室外機 RRXYP224P

 電動機交換 部品・交換・調整 台 1

 ﾌﾟﾛﾍﾟﾗﾌｧﾝ交換 部品・交換・調整 個 1

室内機 FXYCP28M

 電動機交換 部品・交換・調整 台 1

 取付台交換 個 1

 固定板交換 個 1

 電動弁ｺｲﾙ交換 部品・交換・調整 個 1

 ｻｰﾐｽﾀ交換 部品・交換・調整 個 1

 膨張弁駆動部交換 部品・交換・調整 個 1

ﾘﾓｺﾝ交換 部品・交換・調整 個 1

雑材料 式 1

搬出入・難作業 窓越え・長脚立 式 1

計

高座清掃施設組合 P-24



令和5年度高座施設組合屋内温水プール設備補修

第22号-明細書

採暖室ﾋｰﾀ交換 （1式当り）

名称 規格 単位 数量 単価 金額 適用

遠赤外線ﾋｰﾀ
1φ200V 2W　防水
ｻｰﾓなし 台 2

機器交換 設備機械工 人

総合調整 技師（B） 人

雑材、消耗品 式 1

計

高座清掃施設組合 P-25



令和5年度高座施設組合屋内温水プール設備補修

第23号-明細書

女子ｻｳﾅ室ﾋｰﾀ交換 （1式当り）

名称 規格 単位 数量 単価 金額 適用

ﾋｰﾀ FLR150S-3　ｻｰﾓｽﾀｯﾄﾞ付 台 1

ｻｰﾓｽﾀｯﾄﾞ SYTA3-KP 台 1

ｻｰﾓ用ｶﾊﾞｰ 台 1

ｼﾘｺｰﾝｹｰﾌﾞﾙ SUSﾎﾞｯｸｽ 6m 式 1

取付交換 設備機械工 人

総合調整 技師B 人

雑材、消耗品 架台含む 式 1

その他

計

高座清掃施設組合 P-26



令和5年度高座施設組合屋内温水プール設備補修

第24号-明細書

発生材処分 （1式当り）

名称 規格 単位 数量 単価 金額 適用

混合廃棄物処分費 式 1

収集・運搬費
4tｺﾝﾃﾅ車
片道25km 回 1

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ処分費 式 1

収集・運搬費
4tｺﾝﾃﾅ車
片道25km 回 1

計

高座清掃施設組合 P-27



令和5年度高座施設組合屋内温水プール設備補修

代価表-1

配管（機械室） 配管用炭素鋼鋼管（白）冷温水（ねじ接合） （1ｍ当り）

名称 規格 単位 数量 単価 金額 適用

配管 SGP32Ａ ｍ 1.1

継手 式 1

接合材等 式 1

支持金物 式 1

配管工 人

はつり補修 式 1

その他 式 1

計

高座清掃施設組合 P-28



令和5年度高座施設組合屋内温水プール設備補修

代価表-2

配管（屋外） 配管用炭素鋼鋼管（白）冷温水（ねじ接合） （1ｍ当り）

名称 規格 単位 数量 単価 金額 適用

配管 SGP32Ａ ｍ 1.05

継手 式 1

接合材等 式 1

支持金物 式 1

配管工 人

その他 式 1

計

高座清掃施設組合 P-29



令和5年度高座施設組合屋内温水プール設備補修

代価表-3

配管撤去（機械室） 配管用炭素鋼鋼管（白）冷温水（ねじ接合） （1ｍ当り）

名称 規格 単位 数量 単価 金額 適用

配管工 SGP32Ａ 人

その他 式 1

計

高座清掃施設組合 P-30



令和5年度高座施設組合屋内温水プール設備補修

代価表-4

配管撤去（屋外） 配管用炭素鋼鋼管（白）冷温水（ねじ接合） （1ｍ当り）

名称 規格 単位 数量 単価 金額 適用

配管工 SGP32Ａ 人

その他 式 1

計

高座清掃施設組合 P-31



令和5年度高座施設組合屋内温水プール設備補修

代価表-5

保温撤去（機械室） 冷温水管ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温材 （1ｍ当り）

名称 規格 単位 数量 単価 金額 適用

保温工
GWPｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ
32A 厚さ20㎜ 人

その他 式 1

計

高座清掃施設組合 P-32



令和5年度高座施設組合屋内温水プール設備補修

代価表-6

保温撤去（屋外） 冷温水管ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温材 （1ｍ当り）

名称 規格 単位 数量 単価 金額 適用

保温工
GWP ｽﾃﾝﾚｽ鋼板
32A 厚さ20㎜ 人

ﾀﾞｸﾄ工 人

その他 式 1

計

高座清掃施設組合 P-33



令和5年度高座施設組合屋内温水プール設備補修

代価表-7

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｼﾞｮｲﾝﾄ 32A （1個当り）

名称 規格 単位 数量 単価 金額 適用

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｼﾞｮｲﾝﾄ 個 1

配管工 人

その他 式 1

高座清掃施設組合 P-34



令和5年度高座施設組合屋内温水プール設備補修

代価表-8

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｼﾞｮｲﾝﾄ撤去 32A （1個当り）

名称 規格 単位 数量 単価 金額 適用

配管工 人

その他 撤去 式 1

計

高座清掃施設組合 P-35



令和5年度高座施設組合屋内温水プール設備補修

代価表-9

ｹﾞｰﾄ弁 32A （1個当り）

名称 規格 単位 数量 単価 金額 適用

ｹﾞｰﾄ弁 個 1

配管工 人

その他 式 1

計

高座清掃施設組合 P-36



令和5年度高座施設組合屋内温水プール設備補修

代価表-10

ｹﾞｰﾄ弁撤去 32A （1個当り）

名称 規格 単位 数量 単価 金額 適用

配管工 人

その他 式 1

計

高座清掃施設組合 P-37



令和5年度高座施設組合屋内温水プール設備補修

代価表-11

ﾁｬｯｷ弁 32A （1個当り）

名称 規格 単位 数量 単価 金額 適用

ﾁｬｯｷ弁 個 1

配管工 人

その他 式 1

計

高座清掃施設組合 P-38



令和5年度高座施設組合屋内温水プール設備補修

代価表-12

ﾁｬｯｷ弁撤去 32A （1個当り）

名称 規格 単位 数量 単価 金額 適用

配管工 人

その他 式 1

計

高座清掃施設組合 P-39



令和5年度高座施設組合屋内温水プール設備補修

代価表-13

ﾎﾞｰﾙ弁 15A （1個当り）

名称 規格 単位 数量 単価 金額 適用

ﾎﾞｰﾙ弁 個 1

配管工 人

その他 式 1

計

高座清掃施設組合
P-40



令和5年度高座施設組合屋内温水プール設備補修

代価表-14

ﾎﾞｰﾙ弁撤去 15A （1個当り）

名称 規格 単位 数量 単価 金額 適用

配管工 人

その他 式 1

計

高座清掃施設組合
P-41



令和5年度高座施設組合屋内温水プール設備補修

代価表-15

単管一本足場 足場高さ10ｍ未満 （掛面積1㎡当り）

名称 規格 単位 数量 単価 金額 適用

丸ﾊﾟｲﾌﾟ m 1.42

合板足場板 240*4000㎜ 枚 0.028

ｸﾗﾝﾌﾟ 自在直行親子 個 0.45

ｼﾞｮｲﾝﾄ 個 0.19

固定ﾍﾞｰｽ 個 0.06

壁つなぎ 個 0.04

修理費 式 1

とび工 人

その他 式 1

計

高座清掃施設組合
P-42



令和5年度高座施設組合屋内温水プール設備補修

代価表-16

蓄圧式粉末消火器10型交換 （1個当り）

名称 規格 単位 数量 単価 金額 適用

蓄圧式粉末消火器 ﾔﾏﾄ 10型 ABC 個 1 ﾘｻｲｸﾙ付

配管工 人

その他

計

高座清掃施設組合 P-43



令和5年度高座施設組合屋内温水プール設備補修

代価表-17

蓄圧式粉末消火器50型交換 （1個当り）

名称 規格 単位 数量 単価 金額 適用

蓄圧式粉末消火器 ﾔﾏﾄ 50型 ABC 個 1 ﾘｻｲｸﾙ付

配管工 人

その他

計

高座清掃施設組合 P-44



令和5年度高座施設組合屋内温水プール設備補修

代価表-18

ｽﾋﾟｰｶ交換（壁掛形） （1個当り）

名称 規格 単位 数量 単価 金額 適用

ｽﾋﾟｰｶ TOA　CS-153 個 1

雑材料 式 1

電工 人

その他 式 1

計

高座清掃施設組合
P-45



令和5年度高座施設組合屋内温水プール設備補修

代価表-19

ｽﾋﾟｰｶ交換（天井埋込形） （1個当り）

名称 規格 単位 数量 単価 金額 適用

ｽﾋﾟｰｶ TOA　BS-320T 個 1

雑材料 式 1

電工 人

その他 式 1

計

高座清掃施設組合
P-46



令和5年度高座施設組合屋内温水プール設備補修

代価表-20

非常用照明器具交換 LED　埋込形 （1個当り）

名称 規格 単位 数量 単価 金額 適用

非常用照明器具 LEDEM13221M　13W 個 1

雑材料 式 1

電工 人

その他 式 1

計

高座清掃施設組合
P-47



令和5年度高座施設組合屋内温水プール設備補修

代価表-21

非常用照明器具交換 LED　埋込形 （1個当り）

名称 規格 単位 数量 単価 金額 適用

非常用照明器具 LEDEM30624M　30W 個 1

雑材料 式 1

電工 人

その他 式 1

計

高座清掃施設組合 P-48



令和5年度高座施設組合屋内温水プール設備補修

代価表-22

LED照明器具交換 LSS9-4　ﾍﾞｰｽﾗｲﾄ露出形 （1個当り）

名称 単位 数量 単価 金額 適用

LED照明器具 個 1

雑材料 式 1

電工 人

その他 式 1

計

規格

直接反射笠付防湿防雨形40Wｽ
ﾃﾝﾚｽ

高座清掃施設組合 P-49



令和5年度高座施設組合屋内温水プール設備補修

代価表-23

雑排水ﾎﾟﾝﾌﾟ交換 0.4kW以下 （1台当り）

名称 規格 単位 数量 単価 金額 適用

雑排水ﾎﾟﾝﾌﾟ ｴﾊﾞﾗ40DVSA5.25SA 台 1

設備機械工 人

その他 式 1

計

高座清掃施設組合 P-50


